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四足歩行性のサルに於て前鋸筋を四足歩行姿勢

時の抗重力筋として捉えた報告はあるが､(Preu-

SChoft,1973)､胸筋群等の抗重力作用の有無に

関して明確に述べた機能解剖学的報告は見当たら

ない｡そこで筆者は昨年度の筋力算出法に因り､

この聞出について検討すべく実際に一個のサルを

用いて静止姿勢時に於ての考察を行ってみた｡試

用個体は体重11.5kgの雄のニホンザルである｡

先ず前鋸筋について算定を行った｡各成分毎の

肩甲骨背縁と筋の停止との角度をα､又背縁と頭

尾方向の水平線との角皮をP(仮に20度と置く)

とし､各成分の筋力にsin(a-P)を乗じる｡

結果は郡部合計値878g､Rl～R3成分同420

g､R4-R7成分同3579､R8-RIO成分同

156g､総計1,3069､両側で2.612gとなる｡

即ち両前肢に掛かる重量値3,4089(ll.5kg<0.4

-2Jとして算出 ;ここにごは体幹との連結要素

を除いた､肩甲骨を含む前肢重量 :5969)を支

えるには全成分が最大張力を発揮したとしても片

側で898gの張力が更に必要である.これは体重

虫が肩甲骨背縁に遜する以前に､具体的には肩関

節城若しくは上腕骨部位で体幹を支える要素の存

在が必要なことを意味する｡筋性要素としては胸

筋群だけが存在する｡胸筋群の各筋要素の頭尾方

向水平線 (腹及び胸部正中線で代用 )に対する角

をr､又停止鮎と垂直線との角の､横断面上への

投影角を∂(仮に-率に45度と置く)とすると､

各要素の抗重力筋力は筋力×sinrXcos∂と計

算される｡結果は大胸筋関節包部4539､胸骨部

5809､尾側部66g､小胸筋 1319､腹胸筋88g,

以上片側総計1,2689となり不足分をカ/'ヾ-でき

る｡実際には以上と異なり前鋸筋及び胸筋群共に

その一部のみが姿勢保持に重点的に与えるだろう

し又各々最大筋力の何割かを出力するにすぎない

だろう｡もしこれら2筋の実働の筋性要素だけで

不足する分があれば他の要素 (鎖骨､敬帯､鎖骨

下筋等 )が補うしか有るまい｡
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ニホンザルを主としたマカック屈の右足 146足

の足底艇膜および足底における敬称 こついて肉眼

解剖学的に形態とその変異を調査した｡

マカック属の足底髄膜は､足底筋の続きとして

鍾骨隆起後方を回り込み､長骨の足底面で排側

(外側 )と歴側 (内側 )に線維が二分する｡ この

二分した腰線維のうち排側の線維は足底筋の艇の

続きとして直線的に肥厚した状態で第5中足骨へ

向かう｡一方､歴側の線維は､誹側の線維から鍾

骨下で歴側に向かって分岐し､蒔く広がった形態

を示す｡両者の間には間隙のある例があり､肉眼

的に判別が可能である｡二分した線維の発達段階

をLoth(1908)は5つに分類しているが､以下の

4つの型に分けた｡A型 :麟側の線維だけからな

り､歴側の線維の欠損するもの｡B型 :肪側の線

維が歴側の線維以上に発達しているもの｡C型 :

両線維が同等に発達しているもの｡D型 :艦側の

線維が誹側の線維以上に発達しているもの｡

ニホンザル105例では､B型56.20/O､C型85｣2

0/O､D型8.6C/Oの出現扱皮であった｡ニホンザル

の亜種とされるヤクザル11例では､B型5450/O､

C型45.5%であった｡比較的例数の多いアカゲザ

ル30例では､B型43.30/Q､C型16.70/O､D型40.0

%であった｡

マカック屈における二分した足底戯股の各線維

は中足骨底部付近で結合したあと､荊8-邦5中

足骨頭に向かって再度分岐する｡この肪側および

歴側の線維の中足骨底部付近で結合する形態は､

ヒトにおける誹側と艦側の線維が遠位に向かって

層状に重複する構成様式(Hiramoto,1983)と

異なるので比較検討する必要があろう｡

足根部店側における靭帯の変異は店側喫舟粗相

(C3-N)と底側立方舟靭帯とともに､底側喫間

靭帯 (C2-C3)においても変異が観察された｡
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